
 

『生活科・総合的学習研究』執筆要項 

１．名称及び性格 

本誌は、愛知教育大学生活科教育講座の研究紀要であり、『生活科・総合的学習研究』と称する。

本誌は、生活科教育および総合的学習ならびに関連領域の研究と実践に関する研究論文、実践報

告、その他の発表を目的として刊行する。 

２．発行 

本誌は、年１回発行する。 

３．投稿規定 

（１） 投稿の締切は、原則として毎年２月末日とする。 
（２） 本誌への投稿は、生活科および総合的学習に関心を持つものなら誰でも投稿できる。ただし、掲

載に関する一切のことは、編集委員会が決定する。 
（３） 投稿は、プリントアウト原稿を２部提出する。原則としてワードプロセッサを使用し、フロッピ

ーディスク等を原稿に添付する。原稿等は返却しない。 
（４） 投稿原稿には、執筆者の氏名、所属、住所、電話番号、電子メールアドレスを明記し、下記宛に

送付すること。 

４．編集規定 

（１） 本誌は、A４版で発行する。研究論文等は、横書き二段組みとし、１段あたり 22 字×42 行を標

準とする。書体は、明朝体、10 ポイントを標準とする。文頭に 10 行程度を確保し、表題、執筆

者名、所属を日本語と英語で記す。ただし、「研究論文」以外は英語表記を省略できる。執筆者

が複数の場合、主に執筆に携わったものを筆頭に記す。 
（２） 「研究論文」については、原則として１本につき 10 ページを上限とする。「実践報告」その他の

原稿については、原則として８ページを上限とする。 
（３） 図表などはオリジナルのものを使用し、使用料等は執筆者が負担する。発行に際し特に費用を要

する場合も執筆者が負担する。 
（４） 参考文献、図表ならびに注の表記は、各論文内において統一を取るように配慮する。 
（５） 本誌に掲載する論文等は、愛知教育大学学術情報リポジトリに登録され、公開されることを原則

とする。 

５．連絡・投稿先 

〒448-8542 刈谷市井ヶ谷町広沢１ 愛知教育大学生活科教育講座 西野雄一郎 
電話 0566-26-2556 電子メール y-nishino@auecc.aichi-edu.ac.jp 

６．その他 

・ 本誌の編集委員会は、愛知教育大学生活科教育講座の全教員をもって構成する。 
・ 投稿を希望するものは、１月末日までに上記まで連絡すること。 

付記 本要項は 2002 年 12 月１日より発効する。 
2010 年 4 月 1 日 一部改正（「４．編集規程（５）」を追加） 
2011 年 4 月 4 日 一部改正（「３．投稿規程（１）を修正」） 
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